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要　旨

電力自由化に伴う競争，低炭素社会の実現など地球環境

対策の高まり，さらにユーザーニーズの多様化の環境変化

に対応し，電力会社では一層の経営改革を進めている。規

準，制度を遵守し，安全に安定した電力を供給した上で，

設備投資の抑制，業務改革によるコストダウン，及び環境

変化に迅速に対応できる経営体質の確立を目指している。

電力会社では，従来業務の機械化を目的として，電力の

販売，電力の供給にかかわる設備の建設，運転，さらに社

内の事務にかかわる一通りのシステムを導入している。今

後は，設備保全の高度化を実現し，変化に迅速に追従可能

なシステムの構築が必要である。

原子力分野は，CO2削減の期待がかかる中，2009年から

国の新検査制度が導入され，最優先で保全の高度化を進め

ている。従来進めている帳票処理の電子化，効率化に加え，

設備中心の保全サイクルを確立するため，全社的な統合設

備管理を実現するEAM（Enterprise Asset Management）

の導入が必要となる。EAMの導入に際しては，蓄積して

きた現場の業務運用，対応システムを全面刷新するのでは

なく，現場の業務に配慮し，既存システム資産を活用した

対応が求められる。三菱電機では，三菱設備管理ソリュー

ションとして，EAM製品“DiaPassage”とデータ統合基盤，

画面統合基盤を提供しており，システムのプロセス，デー

タベースを統合し，保全サイクルを確立することが可能と

なる。

配電分野は，面的に広がる膨大な設備を運用，管理して

おり，従来は設備建設に伴う工事管理，配電線の運用のシ

ステム化を進めてきた。今後は設備保全の高度化，建設・

運用・保全の一貫した連携による一層のコストダウンが必

要となっている。

これまで，工事管理，設備管理の業務高度化のため，当

社は地理情報システムGIS（Geographic Information

System）製品である“PreSerV”を基盤としたシステム構築

を進めてきた。今後，EAM製品DiaPassage，モバイル・

ソリューション，及びデータ統合基盤によって既設システ

ムと連携し，設備カルテと設備トレーサビリティを構築す

る。

当社は，電力分野における豊富なシステム開発経験を生

かし，原子力，配電分野の保全高度化を推進する。

月別受電電力量の年度推移グラフ
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・業績評価指標設定／
実績把握
・経営コクピット

・事故事例集，FT図，体験談
・工法，法令集
・事故対策費用などの
　統計処理結果

●ナレッジマネジメント

・保全データ収集
・保全データ加工ツールに
　よる分析支援

●業務マネジメント

●保全評価

工程表上で設備単位の保全原価・設備資産・収益・
前回予算・設備の重要度・供給支障時のリスクを参照

長期／年間／月間
計画策定

●保全計画

・設備に紐付いた事故障害データ管理
・同種同型対応
・対象設備抽出，実施計画表作成
・設備に紐付く懸案事項データ管理
・FTツリー

●事故履歴

・設備に紐付いた巡視・点検データ管理
・対象設備抽出，巡視・点検結果表作成

●巡視・点検履歴

・現地での設備情報・顧客情報の照会
・停電事故のリアルタイム情報確認
・作業現場までのナビゲーション

●車載端末

●携帯端末
・現地での巡視・点検値入力
・保全情報の照会
・徒歩巡視，目的巡視結果を管理

三菱設備管理ソリューション

・設備仕様の一元管理
・地図情報管理
・設備図面管理

●図面・設備管理

保全情報管理
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FT：Fault Tree

設備保全計画から保全評価・是正までの保全サイクルを確立するため，三菱EAMソリューションは一貫した業務効率化と既設システムを活
用したプロセスとデータベースの統合を可能とする。

設備保全管理の全体像
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